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■情報支援ボランティア
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緊 ’　ひ＿肺剛一ピザ 想い伝えた いわて国体開会式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復興支援感謝団

宮古市立田老第沖学校3年山崎　公士

　46年ぶりに開催された希望郷いわて国休、私は復興支援感謝団のひとりとして開会式に参加させていただきました。

これまで、国体に関わった経験がなく、国体がどういうものかイメージがもてませんでした。しかし、体育の授業でわ

んこぎようだいのダンスに取り組んだり、国体応援団に学校で登録してメッセージカードなどを作っていたりしていた

ので、大会が近づくにつれ、とてもわくわくしていました。当日は、用意していただいた大型バスの一番後ろに座り、

楽しく会話をしながら北上市に向かいました。3時間半かけて会場に到着し、席の方に向かうと、たくさんの他校の生徒がいました。こんな人数で応

援したらどんなにすごい応援になるのだろうかと気持ちが高まりました。開会式のアトラクションで、一番私の心に焼き付いたのは、ブルーインパル

スの飛行です。遠くから飛んでくるきらきらする機体。煙でハートを描くところはすごく格好よかったです。入場行進では、各県の選手団に応援と感

謝の気持ちを伝えることができました。東日本大震災後、私たちが大変な思いをしていた時、全国の皆さんに助けられ、支えていただきました。5年

以上が経ち、元気になった私たちの姿を見ていただき、少しですが感謝の気持ちを、応援という形で伝えることができたと思います。岩手県各地で全

国のトップアスリートが戦いを繰り広げます。全国の皆さんに「岩手に来てよかった」と思っていただけるような大会になってほしいですし、私たち

もその一助になりたいと思っています。選手の皆様には全力を出し尽くし、悔いが残らないよう、プレーをしていただきたいです。そして、全国に勇

気と感動を与えていただければと思います。47年に一度の岩手県での国休の、素晴らしい開会式は、私にとって忘れられない思い出になりました。

本当にありがとうございました。

バスケットボールが教えてくれたもの

蟻 　　　　　　　　　　　　　　競技補助員（バスケットボール）

岩手県立欄第塙等学校2年菅原　尚樹

座位から3Pシュートを打ったり、車椅子同士が衝突したり、その衝撃は凄まじかったです。車椅子がぶつかり合う音やタイヤの焦げる匂いに驚きま

した。私はこの二つの大会で「おもてなし」について学びました。相手のことを想ったり、自分の行動で相手をどのような想いにするかといった目に

見えない所を自分で考えて行動することが大切だと感じました。全国大会という舞台を肌で感じ、岩手をスポーツで盛り上げる事に貢献でき、とて

もよい経験になりました。

ボランティアから感じたいわて国体

　　　　　　　　　　　　　　　　　運営ボランティア

北上信用金庫北上駅前支店加藤　秀太

　私は46年振りに開催されたいわて国体・いわて大会にボランティアとして参加させていただきました。競技の

ボランティアのほか、全国からいらっしゃる方々をたくさんの花で「おもてなし」（お迎え）する活動も行いました。

毎日、花々に水やりや手入れを欠かさず行い、大きく綺麗に花を咲かせることができました。少しでも「おもてなし」

のこころが伝わったのではないかと自負しております。また、本大会は全国の皆様に復興支援への感謝の気持ち

を伝える機会でもあり、感謝の気持ちを込めてボランティア活動や県民運動に参加することが出来たことは、貴重な経験でありました。ボランティア

活動に参加した方々、選手の皆さん、たくさんの声援を送った応援団、そして岩手県民全員の気持ちが一つになった大会であったと思います。来年

の愛媛国体でも今年以上の盛り上がりを見せることを期待しています。
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